
 平成２７年度 事業計画（案）     
事 業 計 画  

１ 競技力向上事業（公１） 363,378千円（388,235 千円）   
（１）鳥取県競技力向上対策事業に基づき、本県の競技力の向上を図る。 
    

①ジュニア育成のための競技者育成プログラム活用・実践事業 12,774 千円（12,706 千円） 
一貫した理念や内容で組織的・計画的に継続して強化を図るために、平成２３年度に各競技団体で作成した競技者育成プログラム（強化計画）に

基づき、ジュニア指導者講習会及びカテゴリ別合同練習会を開催することにより、指導者資質の向上を図るとともに、一貫指導体制の定着とトップ
アスリートの発掘・育成・強化へとつなげる。 

 
②ジュニアクラブチーム等の育成・支援事業 4,200 千円（4,000千円） 

特定のジュニアクラブを指定し、クラブチームの育成・活性化・大会参加等について積極的な支援を行うことにより、本県の競技水準の維持向上
の基盤を確立するとともに、優秀なジュニア選手の発掘及びジュニア層の強化支援を行う。 

 
  ③中学生選抜選手強化事業 6,775千円（6,774 千円） 
    競技団体と中体連専門部が主体となり、県内の中学生から強化選手を選抜して事業を実施することにより、中長期的な選手育成と強化を図る。 
 
  ④高等学校運動部指定強化（合宿等支援）（特別指導者確保）（（新）外部指導者支援）事業 19,774千円（11,247千円） 
   ・各高等学校における運動部活動の振興、それに伴う学校の活性化を目的にして各競技の運動部を指定し、強化合宿等支援を行う。 
   ・指定校への指導者配置への支援を行うことにより、競技力の向上を図る。 
   ・各高等学校における指定運動部の外部指導者に対する支援を行うことにより、競技力の向上を図る。 
 
  ⑤特別ジュニア選手指定強化事業（旧）少年国体等選手指定強化事業 38,405千円（35,039千円） 

各競技団体が指定する国体等強化指定選手に対して県内外の強化合宿等に要する経費を補助し、強化事業を展開することによって、国体をはじめ
とする各種全国大会等での成績向上を図る。 

 
  ⑥指導者の育成事業 4,896千円（4,846千円） 
    全国トップレベルの指導者の元に派遣、又は国内外の優秀コーチを招へい訪問等行い、県内の指導者の指導力向上を図る。 
 
  ⑦大学部指定強化事業 600千円（600千円） 
    協定により大学運動部を指定し、強化事業を実施する。 
 
  ⑧社会人等選手指定強化事業（旧）成年国体等選手指定強化事業 23,033 千円（22,840 千円） 

各競技団体が指定する国体等強化指定選手に対して県内外の強化合宿等に要する経費を補助し、集中的な強化事業を展開することによって、国体
をはじめとする各種全国大会等での成績向上を図る。 

 



 
  ⑨国体成年団体競技強化事業 3,333千円（7,333 千円） 
    県内において高い競技力を持った社会人クラブチームを指定し、対外試合を中心とした県外遠征に対して補助を行う。 
 
  ⑩特別指定競技国体強化事業 22,454千円（22,219 千円） 
    競技を指定して、県内外の強化合宿等に要する経費を補助し、集中的な強化事業を展開することにより、国体等での成績向上を図る。 
 
  ⑪安全管理対策事業 1,799千円（1,799千円） 
    国体候補選手のスポーツ安全保険への加入を補助することにより、強化事業に専念できる体制を整える。 
 
  ⑫強化練習用消耗品等対策事業 16,243千円（16,134千円） 
    国民体育大会に参加する上で、消耗品・使用料・作曲料・運搬料等において、その特殊性を考慮し補助を行う。 
 
  ⑬国体等強化備品整備 56,816千円（76,230千円） 
    国体等強化備品整備及び廃棄委託料 
 
  ⑭優秀選手確保事業 3,098千円（3,098千円） 
    成年期の競技力向上のために、県外の優秀選手を雇用する県内企業等に補助をする。 
 
  ⑮医・科学サポート事業 6,456千円（4,298千円） 

ア スポーツ医科学講習会等事業 5,111千円（2,953千円） 
医事・栄養・ドーピングを含むトレーナー育成関係の講習会の開催や、栄養知識及び普及に関する講習会の開催のほか、筋力トレーニング等

の充実・県外スポーツ診療関連施設への選手派遣を行い、マルチサポート体制の充実を図る。 
    イ メンタルサポート事業（toto 補助事業）1,345千円（1,345 千円） 
      鳥取大学・鳥取短期大学等と連携し、メンタル面のサポートが必要な競技を対象としたメンタルトレーニングを実施する。 
 
  ⑯目指せトップアスリート！！わかとりっこ育成事業 1,636千円（1,636 千円） 
    スポーツに触れる機会を提供することで、興味を持つ子どもを一人でも多く発掘し、その後のジュニア育成・強化により、選手育成を図る。 
 
  ⑰わかとり国体開催記念スポーツ振興事業 1,516千円（1,516 千円） 
    ア オリンピック等出場選手激励事業 
       本県選手・本県出場選手に対し、激励金を交付する。 
    イ 情報収集活動事業 
       国体で入賞が期待される競技の指導者等を各種大会等へ派遣し、全国の競技力等の調査・分析を行うための経費を助成する。 
    ウ 強化用消耗品・備品等整備事業 

県の競技力向上対策事業費で措置されていない消耗品及び備品購入のための経費を競技団体に助成する。 



 
    エ スポーツ大会開催事業 
       加盟団体が主催する全国大会又は会長が承認した大会の経費の一部を助成する。 
    オ 高校部指定強化事業 
       県内高校の指定運動部に対して、強化を行うための活動経費を助成する。 
    カ 企業等優秀スポーツクラブ激励事業 
       クラブチームに対し激励金を交付する。 
    キ 国民体育大会入賞奨励金支給事業 
       国民体育大会において入賞した競技（種別）に対し報奨金を支給する。 
    ク 強化推進費 
       鳥取県体育協会が競技力向上を推進していくために必要となる経費を助成する。 
 
  ⑱強化推進事業 23,200千円（21,351千円） 
      競技団体との連絡・調整・指導等 
 
（２）国体予選会の開催及び国体等の選手団派遣を行う。 
 
  ①国体予選会の開催 2,758千円（2,758千円） 
    国体選手選考のための県予選会の開催を競技団体へ委託する。 
 
  ②中国ブロック大会及び全国予選会への選手団派遣 26,646 千円（32,235 千円） 
    主に鳥取県で開催される国民体育大会中国ブロック大会及び西日本（予選）で開催予定の全国予選会へ選手団を派遣する。 
     期  日 平成２７年５月～１２月 
     会  場 鳥取県内の各会場等 
     競技種目 水泳（水球）他３５競技 
 
  ③第７０回本国体及び第７１回冬季大会への選手団派遣 54,150 千円（63,430千円） 
    ・和歌山で開催される会期前・本国体に選手団を派遣する。 
    （本国体） 
     期  日 平成２７年９月２６日～１０月６日（会期前実施競技は平成２７年９月６日～９月２６日） 
     競技種目 陸上競技他３６競技 
    ・第７１回冬季大会に選手団を派遣する 
    （スキー競技） 
     期  日 平成２８年２月２０日～２月２３日 
     場  所 岩手県 
    （スケート競技） 



     期  日 平成２８年１月２７日～１月３１日 
     場  所 岩手県 
    （アイスホッケー競技） 
     期  日 平成２７年１月２７日～１月３１日 
     場  所 岩手県 
 
（３）競技力向上のための指導者確保事業 10,920 千円（10,474千円） 
  ①鳥取県の競技力向上のため、優秀な指導者を確保し、指導体制の充実を図るとともに、専門性を生かしながらトップアスリートの育成を図る。 
 
（４）ＪＯＣ競技別強化拠点（セーリング）整備等事業 （旧）集まれ！トップアスリート合宿誘致プロジェクト事業 
  ①チャーター艇の整備・コーチングスタッフの確保 18,896千円（25,672千円） 

ＪＯＣ競技別強化センターとして認定を受けた境港公共マリーナにおける競技力向上のための機能や利便性の向上を図るために必要な施設・設備を
整備する。 

 
２ 生涯スポーツ推進事業（公２）30,720 千円（25,258千円） 
 
  ①体協表彰の実施 1,915千円（1,915千円） 
    スポーツ振興を図るため、表彰規程に基づき本県スポーツの発展に功績のあった者、優秀な選手を育成した指導者、全国大会等で優秀な成績を挙

げた選手について、選考委員会の審議により表彰者を決定し、表彰する。 
     期  日 平成２８年２月下旬 
     場  所 白兎会館 
     表彰内訳 体育功労章     若干名  優良団体賞 数団体 
          優秀指導者賞    若干名  特別賞   国際大会出場者等 
          スポーツ賞     全国大会等上位入賞 
          スポーツ敢闘賞   全国大会等下位入賞 
          スポーツ奨励賞   全国規模大会入賞者 
 
  ②大韓民国江原道とのスポーツ交流 3,830千円（7,324 千円）（県補助 1,915千円） 

    本県体育協会と江原道体育会との協定（2001 年 11月 6日協定）に基づき、両県道のスポーツ交流を行い、競技力の向上と友好親善を図る。 
    ２７年度は大韓民国江原道へ鳥取県選手団を派遣する。 
    ・スポーツ交流大会 ３競技（アーチェリー（男女）、バドミントン（男女）、ホッケー（女子）） 
    期  日 平成２７年１２月４日～１２月８日（予定） 
    参 加 者 ３競技の監督、選手、体協役員等 
 
 
 



鳥取県－江原道スポーツ交流事業 過去交流大会 

回 数 期     日 場  所 
参加人数 

鳥取県 江原道 

第１回大会 平成 13 年 11月 5日～9日 春川市 ２４名 ２９名 

第２回大会 平成 14 年 6月 24日～27日 米子市 ４３名 ３３名 

第３回大会 平成 15 年 11月 10日～13日 束草市 ３４名 ３８名 

第４回大会 平成 16 年 7月 26日～29日 大山町 ４０名 ３１名 

第５回大会 平成 17 年 7月 26日～29日 江陵市 ３３名 ３７名 

第６回大会 平成 18 年 7月 25日～28日 米子市 ４６名 ３７名 

第７回大会 平成 19 年 12月 4日～7日 原州市 ３６名 ４３名 

第８回大会 平成 20 年 11月 18日～21日 鳥取市 ４９名 ３６名 

第９回大会 平成 21 年 12月 4日～8日 東海市 ４１名 ４９名 

第１０回大会 平成 22 年 12月 3日～7日 鳥取市 ４１名 ３５名 

第１１回大会 平成 23 年 12月 2日～6日 春川市 ３８名 ３８名 

第１２回大会 平成 24 年 11月 30日～12月 4日 米子市 ５６名 ３７名 

第１３回大会 平成 25 年 11月 29日～12月 3日 春川市 ４２名 ４７名 

第１４回大会 平成 26年 11月 28日～12月 2日 米子市 ５７名 ４１名 

 
  ③第１６回県民スポーツ・レクリエーション祭の開催（県共催事業）7,920 千円（8,086 千円） 
    広く県民にスポーツ・レクリエーション活動を全県的な規模で実践する場を提供することにより、県民一人一人に参加意欲を喚起し、県内各地で

生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の活性化を進める。 
     
    ・夏季大会 ３種目 
     期  日 平成２７年８月２９日～３０日 
     会  場 東部地区中心に全県で開催 
    ・秋季大会 ３２種目 
     期  日 平成２７年１０月２４日～２５日 
     会  場 東部地区中心に全県で開催 
    ・冬季大会 ４種目 
     期  日 平成２８年２月１４日 
     会  場 東部地区中心に全県で開催 
 
  ④公認スポーツ指導者養成講習会の開催（日体協委託事業）1,302千円（419千円） 
    ・指導員養成講習会   ２競技（ソフトボール・バドミントン） 
    ・上級指導員養成講習会 １競技（バレーボール） 
 



  ⑤公認スポーツ指導者研修会の開催（日体協委託事業）847千円（260千円） 
    スポーツ指導者研修会の開催 年２回 
 
  ⑥総合型地域スポーツクラブ育成支援事業 60千円（60千円） 
    ・クラブ育成アドバイザーの配置 
    ・未育成市町村への総合型地域スポーツクラブ設立に向けた普及・啓発活動 
    ・育成指定クラブ連絡協議会の開催 
    ・東中西各地区交流会の開催 
 
  ⑦アンチ・ドーピング教育・啓発事業（日体協委託事業）227千円（227 千円） 
    ・指導者、選手を対象とした講習会を開催する。 
    ・アンチ・ドーピングに関する啓発を行う。 
 
  ⑧スポーツ少年団の育成（日体協助成事業等）2,370千円（2,938千円） 

・スポーツリーダー養成講習会兼スポーツ少年団認定員養成講習会の開催 年１回 
    ・シニアリーダースクール・全国少年大会への派遣 
    ・組織整備強化事業の実施 
 
  ⑨スポーツ安全保険業務 4,468千円（4,315千円） 
    公益財団法人スポーツ安全協会鳥取県支部と業務及び経費について協定を交わし、スポーツ安全保険業務を行う。 
 
  ⑩因幡・但馬ジオパーク地域スポーツ交流事業 341 千円（990千円）【施設基金継続】 
    兵庫県但馬地区と鳥取県因幡地区の小学生・中学生による陸上競技の交流を目的とした対抗選手権大会の開催経費補助。 
 
  ⑪サッカースクール 795千円【施設基金継続】（584千円） 
    布勢総合運動公園において、元Ｊリーグ監督等を講師として、小学生を対象としたサッカー教室及びミニゲームを開催。 
    ・参加者：小学生１００名 
 
  ⑫ガイナーレ鳥取支援事業【施設基金継続】501 千円（1,001千円） 
    ガイナーレ鳥取に対し、県体協としても可能な支援を行い、本県スポーツの充実を図るとともに地域活性化に寄与する。 
 
  ⑬布勢スプリント開催事業【施設基金継続】601千円（601 千円） 
    布勢総合運動公園において開催される「布勢リレーカーニバル兼スプリント挑戦記録会ＩＮ ＴＯＴＴＯＲＩ」に各種目のトップアスリートを招

待することにより、子どもたちに夢や感動を提供することに寄与する。 
    ・招待選手：調整中  
 



  ⑭（新規）野球教室開催事業【施設基金新規】848 千円（0千円） 
    布勢総合運動公園において、元プロ野球選手及び一流の指導者を講師として、中学生を対象とした野球教室を開催。 
 
  ⑮（新規）２０２０東京オリパラ・世界選手権合宿誘致事業（仮称）【施設基金新規】4,001千円（0千円）   



 
事     業    計    画 

３ スポーツ振興等事業（公３）627,462 千円（617,010 千円） 
   鳥取県から指定管理者に指名された体育施設の有効な活用と適正な管理運営を行い、県民の体力増強とスポーツ振興を図る。 
 
 

布勢総合運動公園 
鳥取産業体育館 
鳥取屋内プール 

米子屋内プール 米子産業体育館 武道館 

利用予定人員 622,000 人 
体 81,000 人 
プ 67,000 人 

56,000 人 144,000 人 110,000 人 

利用収入等金額 49,177 千円 31,470 千円 16,555 千円 29,301 千円 9,474 千円 
※収益２の収益 6,495 千円 1,593 千円 721 千円 971 千円 1,866 千円 

支  出 329,478 千円 94,524 千円 67,642 千円 59,052 千円 76,766 千円 
県委託料 273,806 千円 61,461 千円 50,366 千円 28,780 千円 65,426 千円 

スポーツ教室 

陸上教室Ⅰ 他 31 教室 体育館  
バドミントン月曜日 
他 9 教室 
プール  
幼児水泳教室月曜日 
他 15 教室 

プール 
幼児水泳教室（月） 
他 20 教室 
トレーニングホール 
バドミントン初級教室

（月）他 10 教室 

体操・体育幼児コース他 
18 教室 

空手道教室他 6 教室 

イベント 

グラウンドゴルフ大会 
他 10 イベント 

体育館・プール 
各種スポーツフェスタ

等 8 イベント 

着衣泳法教室等 
 

館長杯バドミントン大

会他 2 イベント 
鳥取県青少年武道大会 
地方青少年錬成大会 
指導者養成講習会 
地域社会指導者研修会 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
事     業    計    画 

４ 施設関連事業（収１）347,438 千円（66,636 千円） 
   体育施設の有効な活用と適正な管理運営を行い、県民の体力増強とスポーツ振興を図る。 

①倉吉体育文化会館の管理運営 62,010 千円（61,710 千円） 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②自転車競技場の管理運営 285,428 千円（4,926 千円） 
    ・倉吉自転車競技場の管理運営を特定非営利活動法人たかしろに委託する。 
    ・管理棟建替、走路改修、駐車場整備等工事。 
    ・その他事務費 
    ※平成２８年度インターハイに向けた競技場整備に関する業務 
    ※２０２０東京オリンピック及び２０２１関西ワールドマスターズゲームズ等に関わる 

合宿誘致等に向けた管理棟、その他周辺設備の整備に関する業務 
 
 

 
 
 

事  業  計  画 
 倉吉体育文化会館 

利用予定人員 183,000 人 
利用収入等金額 18,810 千円 

支  出 62,010 千円 
県委託料 43,200 千円 

スポーツ教室 バドミントン他 13 教室 
文化教室 おりがみ教室他 8 教室 

イベント 

スポーツイベント 
月例バドミントン大会他 7 イベント 
文化イベント 
夏休み文化教室他 2 イベント 



 
事     業    計    画 

５ 自動販売機設置事業（収２）17,845 千円（0 千円） 
   本会が管理する公の施設に、利用者の利便性の向上を図るため自動販売機を設置し、自動販売機手数料による収益事業を実施する。 
 

布勢総合運動公園 
鳥取産業体育館 
鳥取屋内プール 

米子屋内プール 米子産業体育館 武道館 

収入 9,595 千円 2,500 千円 1,250 千円 1,500 千円 3,000 千円 
支出 3,100 千円 907 千円 529 千円 529 千円 1,134 千円 
収益 6,495 千円 1,593 千円 721 千円 971 千円 1,866 千円 

 
 ※収益の一部は、公３の各施設へ    
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